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教育委員会記録  

日 時 平成26年10月29日（水）午前10時00分～午前10時29分 

場 所 教育委員会室  

出 席 委 員 委 員 長 馬 場 俊 一 
 委 員 長 
職 務 代 理 者 對 馬 初 音 

 委 員 伊 井 希志子 
 
委 員 折 井 麻美子 

 教 育 長 井 出 隆 安 
 

  

出 席 説 明 員 事 務 局 次 長 井 口 順 司 
 学 校 教 育 
担 当 部 長 和久井 義 久 

 
生涯学習スポーツ 
担 当 部 長 井 山 利 秋 

 
中央図書館長 渡 辺   均 

 庶 務 課 長 岡 本 勝 実 
 教 育 人 事 
企 画 課 長 筒 井 鉄 也 

 学 務 課 長 植 田 敏 郎 
 
学校支援課長 青 木 則 昭 

 学校整備課長 喜多川 和 美 
 生 涯 学 習 
推 進 課 長 濵  美 奈 子 

 
ス ポ ー ツ 
振 興 課 長 人 見 吉 也 

 済 美 教 育 
センター所長 白 石 高 士 

 
済美教育センター 
統括指導主事 平 﨑 一 美 

 済美教育センター 
統 括 指 導 主 事 大 島   晃 

 
済美教育センター 
就学前教育担当課長 加 藤 康 弘 

 
  

事 務 局 職 員 庶 務 係 長 井 上 廣 行 
 
法規担当係長 岩 田 晃 司 

 担 当 書 記 仲 野 祥 一 
 

  

傍 聴 者 数 ３名   
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会議に付した事件  

（議案）  

議案第 55号  杉並区学校教育職員の主任教諭選考に係る事務の委託に  

ついて  

（報告事項）  

（１）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  

（２）平成 26年度交流自治体中学生親善野球大会の実施報告について  
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委員長  おはようございます。まさに秋晴れというか、本当に紅葉のきれ

いな時期にだんだんなってきたなと思います。芸術の秋とかスポーツの

秋とか言われますけれども、この間もスポーツ関係で、かなりの数の区

民の方たちが、子どもたちも含めて非常に頑張っているなということを

改めて感じたのですけれども、でも、やらない人もいるだろうなという

ところで、その辺は、これから自分自身も含めて考えていかなくてはい

けないなと感じています。  

  それでは、ただいまから、平成 26年第 18回杉並区教育委員会定例会を

開催いたします。本日の議事録の署名委員は對馬委員にお願いいたしま

す。よろしくお願いします。  

 それでは、本日の議事に入らせていただきます。議事日程は、ご案内

のとおり、議案が１件、報告事項が２件となっております。  

 それでは、議題に入ります。日程第１、議案第 55号「杉並区学校教育

職員の主任教諭選考に係る事務の委託について」の議案を上程し、審議

いたします。教育人事企画課長からご説明をお願いいたします。  

教育人事企画課長  私から、議案第 55号「杉並区学校教育職員の主任教諭

選考に係る事務の委託について」、ご説明を申し上げます。  

 ２枚目の用紙をご覧いただけますでしょうか。杉並区学校教育職員、

いわゆる区費教員は採用から８年を超え、東京都における主任教諭選考

の受験資格を有することとなりました。そこで、区費教員の主任教諭選

考について、県費負担教職員、いわゆる都費教員と選考水準の均衡を図

るため、東京都に対し、選考に係る事務の委託を行うものでございます。  

 この委託に当たりましては、地方自治法第 252条の 14第１項の規定に基

づき事務の委託を行うこととなり、その方法は、双方の協議により規約

を定め、それぞれの議会の議決を経て、その規約を告示するとともに、

総務大臣に届け出ることとされております。  

 委託の内容でございますが、主任教諭選考に係る実施要綱の通知、選

考業務、合否の判定等、選考に係る業務一切となります。よって、杉並

区教育委員会は東京都教育委員会に対し、選考に必要な情報の提供を行

うこととなります。  

 事務の委託に係る経費は、杉並区が負担することといたします。また、  

委託開始年度は、平成 27年度の選考からを考えております。  

 今後のスケジュールでございますが、第４回区議会定例会に議案提出
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の予定でございます。なお、東京都におきましても、同じように第４回

定例会において議案提出の予定となっております。  

 説明は以上でございます。なお、議案の朗読は省略をさせていただき

ます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。  

委員長  ありがとうございました。それでは、ただいまの議案のご説明に

つきまして、ご質問、ご意見がありましたらお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。  

折井委員  ８年目以降の区費教員の方ということなのですけれども、大体、

ほとんどの方がこの選考を受けることになるのでしょうか。  

教育人事企画課長  先ほど申し上げましたとおり、受験の有資格者、８年

を超える教員がこれから年々、増えてまいります。本年度、既に８年目

の教員がいて、主任教諭選考を受けているところでございますが、ちな

みに来年度は、 30名ほどの受験資格を有する者が出てくる予定でござい

ます。  

委員長  他にはいかがでしょうか。特にはよろしいですか。大変、期待と

いうか、目標はさらに高まっていくし、自分の力もつけていけるという

ことで、大きな期待ができるなというふうに思います。  

 それでは、特にご意見等ありませんので、議案第 55号につきまして、

原案のとおり可決して異議ありませんでしょうか。  

（「異議なし」の声）  

では、異議がございませんので、議案第 55号は原案のとおり可決いた

します。ありがとうございました。  

 続きまして、日程第２、報告事項の聴取を行います。初めに、「杉並

区教育委員会共催・後援名義使用承認について」の説明を生涯学習推進

課長からお願いいたします。  

生涯学習推進課長  私からは、「杉並区教育委員会共催・後援名義使用承

認について」、ご報告をさせていただきます。  

 ９月分は全部で 30件ございました。なお、 30件の内訳としましては、

定例のものが 25件、新規が５件、共催・後援の内訳は共催が２件、後援

が 28件となります。  

 新規につきましては、生涯学習推進課が３件、庶務課が１件、学校支

援課が１件となります。１ページおめくりください。生涯学習推進課の

使用承認一覧でございます。こちらの一番上が新規でございます。名義
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形態は後援、団体名は特定非営利活動法人東京走友塾、事業名は「知的

障害者マラソン大会（仮称）」、開催期間は平成 27年３月８日の予定と

なってございます。２件目の新規、こちらの名義形態も後援です。団体

名はレーベンバッハ音楽企画、事業名は「珠玉の合唱音楽の夕べ～平和

への祈り～」でございます。開催期間は平成 26年 10月 18日に終了したも

のです。３件目の新規も、名義形態は後援となってございます。団体名

は高千穂大学総合研究所、事業名は「高千穂大学総合研究所  シンポジ

ウム」、開催期間は平成 26年 11月 29日に予定をしてございます。  

 資料を１枚おめくりください。３ページの庶務課の１件目が新規とな

っております。名義形態は後援、団体名は特定非営利活動法人ワーカー

ズコープ、事業名は「障害のある子の居場所づくり  学習会」、開催期

間は平成 26年 10月 19日に終了したものです。  

 資料をもう１枚おめくりください。４ページ、学校支援課の１件が新

規でございます。名義形態は後援、団体名は善福寺川を里川にカエル会、

事業名は「源流のつどい－みんなで川を楽しもう－」、開催期間は平成

26年９月 26日に終了したものです。  

 新規は、以上５件でございます。私からは以上になります。  

委員長  ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明にご質問、

ご意見がありましたらお願いいたします。いかがでしょうか。  

折井委員  今さらながらのお伺いで申し訳ないのですけれども、開催期間

が来年の３月というかなり先のものも、この 10月の段階で申請が出る場

合と、同じような場所、例えば、同じく杉並公会堂を使うのだけれども

直前に申請が出る場合とがあるのですけれども、手続きの時期的なもの

というのが何か決まっているのでしょうか。それとも、場所が決まり次

第、申請を出しているというような差があるものなのでしょうか。  

生涯学習推進課長  申請につきましては、団体の方が申請を提出していた

だいた時点ということにはなりますが、団体によりましては、例えば、

広報すぎなみに掲載をしてもらいたいとか、あるいは区のホームページ

に掲載をしてもらいたいとか、あるいはチラシを地域区民センターのス

タンドなどに置く場合も区の後援、共催の承認が必要ですので、そうい

った事業については、特にちゃんと間に合うように、早目に申請をされ

る団体が多いようです。  

折井委員  よくわかりました。ありがとうございます。  
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委員長  １ページの９番目に、佼成学園の後援がありますよね。これは平

成 28年開催になっているのですけれども、こんな先までですか。  

生涯学習推進課長  会場の杉並公会堂ですが、区の施設よりも早く、１年

半前に会場の予約がとれますので、会場が確定した時点で早々と申請を

出してきたというふうに考えられます。  

委員長  では、こういう状況のものもあるということですね。わかりまし

た。他にご意見等ありますでしょうか。よろしいですか。  

（「なし」の声）  

では、特にご意見等ありませんので、この件につきましては以上にし

たいと思います。ありがとうございました。  

 それでは、続きまして、「平成 26年度交流自治体中学生親善野球大会

の実施報告について」の説明をスポーツ振興課長からお願いいたします。 

スポーツ振興課長  中学生親善野球大会ということで、委員長はじめ、委

員の皆様にお越しいただきまして、誠にありがとうございました。台風

の影響により、会場や日程を一部変更して行いましたが、皆様のご協力

のもと、大成功で終了することができました。ありがとうございます。  

 10月 11日の交流会から 13日までの３日間の交流ということで行われま

した。試合の方は、 12、 13日ということで、上井草運動場１か所で行っ

たところです。試合結果ですけれども、ご覧のとおり点数が載っており

ますが、台湾の大理中学校と長安中学校がいずれも５勝０敗ということ

で、全部勝ちました。杉並イーストが２勝２敗、杉並ウエストが１勝３

敗、南相馬市が１勝３敗、南伊豆町が１勝３敗、名寄市が０勝４敗とい

う残念な結果でした。  

 今回の特色といたしましては、２の参加者のその他のところに「ボラ

ンティア協力者等」とありますけれども、昨年、台湾に行った中学生や

その保護者も、ボールボーイですとか打席のアナウンスですとか、あと

は接待などでボランティアとして協力をしてくださったと、そういうつ

ながりが広がってきたといったところがあります。  

 ３の会場ですが、まず、中学生交流夕食会が、立正佼成会の普門地下

ホールで行われました。各自治体の紹介をはじめ踊りの披露など、いろ

いろと盛り沢山で、大変、和やかに過ごすことができました。親善野球

大会は今ご報告したとおりです。歓迎懇親会は、大人の部といったとこ

ろで、各自治体の方々、台湾の方々と区の関係者により、中野サンプラ
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ザで楽しく交流を深めることができました。  

 今後、報告会ということで、 12月 22日に予定してございます。委員長

をはじめ、委員の皆様方に改めてご案内を差し上げますけれども、報告

会にもぜひご参加いただければと思います。  

 私の方からは以上でございます。  

委員長  ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明にご質問、

ご意見がありましたらお願いいたします。いかがでしょうか。  

對馬委員  私も 12日に行かせていただいて、大変盛り上がりを感じました

し、それから、先ほどおっしゃったようなボランティアの方たちの活躍

も見せていただいて、とてもいい形になっているなと感じました。  

 １つは、元プロ野球選手の宮本慎也さんのワンポイントアドバイスが、

野球を知らない私でもとてもよくわかる、わかりやすいものだったので、

やっぱり、あそこにいた子たちだけではなくて、もっと野球少年たち、

もっとたくさんの子たちがあれを聞くことができたら、もっとよかった

のになということを感じました。いろいろ難しい問題は当然あるとは思

いますけれども、大変いいアドバイスをいただいていたなと思います。  

 もう１つは、いつも申し上げているのですけれども、ぜひ、女の子に

もチャンスを与えていただきたい。他の事業は全部、男女あるけれども、

野球はどうしても男の子に偏ってしまうので、女の子にも、こういうよ

うなチャンスがあるといいなと思います。  

スポーツ振興課長  ソフトボールとか、幾つかの競技があろうかと思いま

すので、考えてみたいと思います。ありがとうございます。  

委員長  もし可能であれば、ということで、よろしくお願いしたいと思い

ます。他にご意見はありますでしょうか。  

教育長  今、課長からお話がありましたけれども、今年の交流の特徴は、

前回の参加者が、今回、裏方のサポートにまわって、この事業を盛り上

げてくれたということなのですね。この間、次世代育成基金を活用した

様々な事業を展開してきているわけですけれども、その大きな狙いは、

自分たちがその事業に参加して、自分たちだけが選ばれた体験をすると

いうことではなくて、そこで得た様々な経験を次につないでいく。例え

ば、小笠原の自然体験でしたら、杉並の環境の問題や日本の環境の問題

を考えて、そうした環境リーダーになっていく。当然、そういった成果

を次の世代に渡していく。ですから、中学生環境サミットなんかでも、
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行った子ども、あるいは経験をした子どもが次につないでいくという、

そういう動きも出てきていますし、それから、この野球の親善交流につ

いても、昨年、台湾に行った中学生が、今度は迎える立場になってサポ

ート役をする、こういったことをこれから繰り返していけば、単に事業

に参加したその時だけではなくて、次世代へその成果をつないでいくこ

とができる大きな足がかりというか、きっかけが出来てきたのではない

かなというふうに思います。それも、本人だけではなくて、家族、保護

者や関係者が一緒にサポート役に回ってもらえるということは、やはり

台湾に派遣をされたという、いわば恩返しというと大げさですけれども、

自分たちが得た経験や体験を次につないでいく、いいきっかけになって

いく、そんな場面が見られました。これからも、そういったものを拡大

して、息の長い次世代育成事業にしていくことができたらというふうに

考えております。  

委員長  ありがとうございました。やはり、受け入れてもらったのだから、

というそういう心の部分ということも含めてということで、非常にこの

ボランティアの方たちの考えといいますか、お考えは大変すばらしいな

というふうに思うので、今後、いろいろなところで、そんな形でしてい

けるのではないかなというふうに思っています。  

 他にご意見がありましたらお願いします。  

伊 井 委 員  次 につ なが って いく と か 広が りを 見せ て い ると かと いう と こ

ろを伺って、基本的な質問なのですけれども、言葉のことなども交流す

る時にとても課題になったり、逆に、それによって次への言葉がもっと

とい う よ うな と こ ろで 子 ど も た ち の 励み に な ると い い なと 思 っ てい る

のですが、懇親会とか試合中なども、言葉はどういう感じで使われてい

たのでしょうか。  

スポーツ振興課長  試合については、ある程度、ルールが共通化していま

すので、大体、大丈夫なのですけれども、例えば、選手の紹介の時には、

通訳のボランティアの方が中国語で紹介をしたりだとか、そういったこ

とでの取組はさせていただきました。また、交流会にはボランティアの

方に延べ 12～ 13名入っていただき、司会が話している時に、通訳の方が

その後、すぐに訳して話していただいたりということで、多少、時間は

かかってしまうのですけれども、そういったことでは配慮させていただ

いております。また、中学生たちが持ち寄ってきたパフォーマンスや、
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いろ い ろ なパ ワ ー ポイ ン ト でつ く っ てき た も のも 母 国 語と 中 国 語に 切

り替えたりとか、そんな工夫を子どもたちもやっていましたので、すば

らしい取組ができたのかなと思います。  

伊井委員  ありがとうございます。次に期待を持てる、何かとても嬉しい

報告をいただきました。ありがとうございました。  

折井委員  台風で大変な時に、でも、かなりの試合数をすることができて

本当に良かったなと思います。もともとは２か所、３か所に分かれての

実施予定だったと思うのですけれども、確かに狭いは狭かったのですが、

見る側もくるくると回ることができたりとか、そういった点でとても見

やすいですし、移動の時間とか時間のロスもなかったので、結果オーラ

イと言うのでしょうか、とても良かったなというふうに思います。この、

当初の予定から今回の予定に組み直すに当たっては、本当に事務の方々

が、どうもお聞きするところによると真夜中まで対応策を練っていらし

たということを聞いて、選手は勝って負けてと、いろいろ悲喜こもごも

あったと思うのですけれども、ボランティアの方も含め、その支える側

による、本当に大きな成果だったのではないかなというふうに思います。 

 もう１点あるのですけれども、中学生といっても、台湾のお子さんと

いうふうに言っていいのか、私には見上げるような、皆さん大きな選手

だったのですけれども、多分、想定以上に本当に体が成長していて、ど

うも普通のご飯では足りないような感じで。日本人の選手も、まだお昼

じゃないよという時に、もうお弁当を食べているみたいな感じのことが

ありましたので、本当に成長期で、かつ、スポーツをしているお子さん

たちですので、多分、大人が想定する以上のカロリーが恐らく必要なの

だろうなということで、ぜひ、おやつタイムなど、バナナでもいいです

し、何かちょっと買ってあるようなもの、差し入れ的なもので結構です

ので、何かあるとパフォーマンスがさらに上がるかなというふうに思い

ました。本当に野球少年たちの元気のよさと礼儀正しさ、本当に気持ち

のいい試合を見せていただいてよかったと思っています。  

スポーツ振興課長  ありがとうございます。１か所で対戦ができたという

のは、折井委員のおっしゃるとおり、結果オーライと言いましょうか、

ある程度集中してできましたし、見る方も楽しく見られたと、観戦する

側にとっても、とても良かったのかなというふうに思っています。いろ

いろなところで、けがをしてしまってとか何とかと、そういうことを考
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えますと、なおさら１か所でやった方がいいかなと。  

元々、会場を分けていましたのは、ランニングホームランが出ないよ

うに、途中にフェンス、仕切りを張って、遠くにボールが行き過ぎない

ように、ということで試合会場を分けていたのですけれども、その辺も

あえてやめたことによって、次年度以降、また検討するようですけれど

も、今回の方法がいいかなということの確認が十分とれたかなと思いま

す。  

 また、生徒達の体格のことなのですけれども、特に台北市立大理中は、

どちらかというと体育学校的なところというふうに伺っておりまして、

本当に体育を１日４、５時間やっていたりという生徒も中にはいるとい

うことです。食については、交流で観光に出かけた時も、10時頃食べて、

12時に食べると、それでもまだ足りない。 11日の交流夕食会の時も、日

本の中学生が多くいるテーブルは料理が残っているのですけれども、台

湾の中学生が多くいるテーブルの料理はもうほとんどなくなって大人の

テーブルから持ち込むという、本当に食の太さの違いが体格にあらわれ

ているのかなというふうには思いました。  

 また、実行委員会の方々、選手を選んでいただいた方々のお話ですと、

今回は、杉並区の中学生が小柄だったという、ちょっと気になる言葉も

ありました。  

 それから、おやつ代わりに、ということもありますので、ぜひ可能で

あれば、台湾バナナとか、そういったおいしいものを提供すれば、交流

も図れるなということは思います。  

委員長  ありがとうございます。特に他にはよろしいですか。  

  交流都市と野球大会を実施するのは、本当にきずなも深まってすごく

いいなと思いますが、試合結果についてはちょっと悔しいな、というこ

とで、来年はぜひ、技術力では日本も負けないので、ぜひ杉並メンバー

も含めて頑張ってもらえるといいなと思います。  

  それでは、ただいまの報告につきましては、もうご意見がありません

ので、以上にさせていただきたいと思います。ありがとうございました。  

  報告事項につきましては以上です。  

  本日予定されておりました日程は全て終了いたしました。庶務課長か

ら何か連絡事項はございますか。  

庶務課長  次回の日程でございますが、次回定例会は 11月 12日（水）午後
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２時からを予定しておりますので、よろしくお願いいたします。  

委員長  それでは、次回の定例会は 11月 12日（水）午後２時からというこ

とで、ご予定をお願いしたいと思います。  

  それでは、本日の委員会を閉会させていただきます。お疲れさまでし

た。  

 


